
8MMのヒート・ソーキング・テンパー・ガラスは、建物の自発的な故障を避けるのに役立ちます

深センサングローバルガラス有限公司 フル強化ガラス、熱強化ガラス、熱浸漬試験ガラスなど、様々な熱処理ガラスを提供できます。 このセクションでは、8MM HST Toughend
Glassにおいて、ヨーロッパ規格EN 14179に関して実施された焼き戻しガラスの加熱浸漬処理を行った。焼き戻し処理後、ガラスは、加熱処理の最低2時間、約290℃の温度に加熱さ
れ、浸漬時間をおいてゆっくりと冷却した。 8MM熱浸漬ガラスの各パネルは、高い透明性のサーフェスと平坦な表面を備えています。

仕様：

1.グラスタイプ：熱処理ガラス

2.ガラスの名前： 熱浸漬試験ガラス

3.ガラスの厚さ：8ミリメートル

4.ガラス基板：8mm透明フロートガラス、8mm低鉄フロートガラス、8mm着色ガラス、8mm反射ガラス、8mmシルクスクリーンガラスなど

5.加工サービス：穴あけ、切欠き、研磨されたエッジ、斜めのエッジ、シルクスクリーン印刷など

6.加熱した焼戻しされたラミランドガラスと加熱された絶縁ガラスを加熱することができます。

7.生産標準：CE、ISO

https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Heat-Soaked-Glass.htm


特徴：

1.強化ガラスに熱浸透試験を適用して、自発的破壊を回避し、自然破損の可能性を低減した。 

2.安全ガラスよりも高い安全ガラスにランクされます。ヒートソーキングガラスは、人体に影響を与える危険がある場合に適しています。破損が生じた場合、破損パターンは、得られるガラス片が比
較的無害であり、重大な損傷を引き起こす可能性が低いようなものである。

3.あなたは最も速い出荷時間を持つことができます。

4. Bespokenのガラスのサイズと形状が利用可能です。我々は、クライアントのCAD図面に従って任意のガラスを生産することができます

応用：

自然に破損する危険性がある場合、交換の観点から、または屋根または高レベルのグレージングのようなガラスの破片が不適切である可能性がある場所では、熱を吸収した強化ガラスの使用を推奨し
ます。 ガラス製の欄干、ガラススクリーンと高レベル ガラスカーテンウォール。

https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Glass-Railing.htm
https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Glass-facade.htm

